


　令和３年(2021年)１月15日発行 人吉市社協だより

令和２年人吉市豪雨災害支援金･支援物資令和２年人吉市豪雨災害支援金･支援物資

　この度の豪雨災害に際し、人吉市内外の多くの方々より支援金・支援物資をいただきました。
　支援金は、災害ボランティアセンターの活動資金として大切に使わせていただいております。支援物資
は、社会福祉協議会と災害ボランティアセンターを通して、被災者の方やボランティアに参加してくだ
さった方々にお渡しいたしました。
　皆様からのあたたかいお心遣いに、厚く御礼申し上げます。
　なお、支援金は、企業・団体様と掲載の承諾をいただいた個人の方、支援物資は、企業・団体様のみ掲
載いたしました。	 ※順不同・敬称略

ご支援・ご協力ありがとうございました

No.203　②　

・
塩
谷　

博
子(

静
岡
県)

・
㈱
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム(

宮
崎
県)

・
兵
庫
県
借
地
借
家
人
組
合(

兵
庫
県)

・
社
会
福
祉
法
人　

都
島
友
の
会(

大
阪
府)

・
上
萬　

誠(

熊
本
市)

・
熊
本
市
立
千
原
台
高
等
学
校(

熊
本
市)

・
南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会(

福
島
県)

・
山
麦
山
の
会(

東
京
都)

・
和
光
市
社
会
福
祉
協
議
会(

埼
玉
県)

・
広
島
市
心
身
障
害
児
者
父
母
の
会(

広
島
県)

・
市
民
公
益
活
動
団
体　

積
善
会　

会
長　

兼
坂　

誠(

千
葉
県)

・
平
橋　

功(

福
岡
県)

・
松
本　

俊
治(

東
京
都)

・
佐
藤　

兼
正(

東
京
都)

・
大
森　

晴
美(

埼
玉
県)

・
特
定
非
営
利
法
人　

お
ー
さ
ぁ(

熊
本
市)

・
宮
近
整
形
外
科　

宮
近　

信
彦(

福
岡
県)

・
富
士
観
光
開
発
㈱
志
村　

和
也(

山
梨
県)

・
岡
医
院　

岡　

啓
嗣
郎(

人
吉
市)

・
伊
藤　

美
春(

千
葉
県)

・
小
樽
朗
読
友
の
会(

北
海
道)

・
当
津　

順
子(

神
奈
川
県)

・
嶋
田　

明
光(

人
吉
市)

・
瓜
生　

次
信(

人
吉
市)

・
浦
田　

繁
喜(

人
吉
市)

・
A
r
t
 
o
f
 
F
o
o
d 

代
表
西
村
彰
洋

・
N
P
O
法
人
ス
ロ
ー
す
て
っ
ぷ
理
事
長　

松
岡
友
美(

玉
名
郡)

・
栃
木
県
立
栃
木
工
業
高
等
学
校(

栃
木
県)

・
青
木　

勇(

東
京
都)

・
ヘ
ア
ー
「
パ
フ
ォ
ー
マ 

ケ
ラ
ケ
ラ
」
藤
迫
龍
也(

大
阪
府)

・｢

東
淀
川
イ
ー
ス
ト｣

チ
ー
ム(

大
阪
府)

・
菊
池　

清
文(
宮
崎
県)

・
株
式
会
社　

熊
本
計
算
セ
ン
タ
ー(

熊
本
市)

・
株
式
会
社
オ
ー
テ
ッ
ク　

村
上
雅
紀(

宮
城
県)

・
桑
原　

光
照(

熊
本
市)

・
木
下　

恒
雄(

人
吉
市)

・
池
辺
地
区
社
会
福
祉
協
議
会(
神
奈
川
県)

・
池
辺
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会(

神
奈
川
県)

・
三
原
市
社
会
福
祉
協
議
会(

広
島
県)

・
株
式
会
社　

エ
コ
ス(

東
京
都)

・
松
浦　

久
子(

埼
玉
県)

・
熊
本
市
託
麻
東
校
区
第
四
町
内
自
治
会(
熊
本
市)

・
熊
本
市
東
区
託
麻
東
校
区
第
三
町
内
自
治
会(
熊
本
市)

・
小
野
島　

敦
子(

東
京
都)

・
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

代
表
者　

佐
藤
定
広(

福
島
県)

・
E
m
i
 
Y
a
m
a
s
h
i
t
a
 D
e
 O
l
i
o(

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州)

・
熊
本
県
平
和
大
使
協
議
会(

熊
本
市)

【
支
援
金
】
企
業･

団
体･

学
校･

個
人
等

全国からの｢熱い思い｣に感謝します

・
谷
口　

苓
子(

東
京
都)

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
共
生
フ
ォ
ー
ラ
ム(

埼
玉
県)

・
中
島　

直
子(

菊
池
市)

・
松
本　

真
由
美(

京
都
府)

・
せ
き
や
青
葉
台
手
を
つ
な
ご
う
会　

会
長　

飯
田
文
夫(

奈
良
県)

・
西
谷　

裕
子(

熊
本
市)

・
府
中
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会(

広
島
県)

・
渕
上　

実
・
マ
リ
子(

東
京
都)

・
J
A
M
九
州
・
山
口

・
㈱
鹿
児
島
商
運
組(

鹿
児
島
県)

・
一
般
社
団
法
人　

建
物
診
断
研
究
所(

東
京
都)

・
学
習
R
O
O
M
ほ
っ
と
す　

大
塚
由
理(

長
崎
県)

・
博
多
法
人
会
第
二
支
部

・
毛
利　

い
つ
子(

神
奈
川
県)

・
日
本
筆
跡
診
断
士
協
会　

書
道
部(

東
京
都)

・
谷
口　

博
紀(

人
吉
市)

・
中
嶋　

喜
代
士(

熊
本
市)

・
人
吉
球
磨
美
術
連
盟　

代
表　

宮
村　

宏(

人
吉
市)

・
里
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会(

岡
山
県)

・
宮
城
教
区
第
五
組
浄
念
寺
檀
信
徒
一
同(

宮
城
県)

・
華
の
荘
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社(

人
吉
市)

・
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
チ
カ
ラ(

熊
本
市)

・(

医)

起
生
会(

熊
本
市)

・(

一
社)

日
本
福
祉
理
美
容
安
全
協
会(

大
分
県)

・
㈱
C
M
S　

堀
尾　

洋
年(

愛
知
県)

・
㈱
K
y
a
s
h(

東
京
都)

・
㈱
ア
ー
サ(

兵
庫
県)

・
㈱
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店(

大
阪
府)

・
㈱
デ
ン
ソ
ー
ユ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス(

愛
知
県)

・
㈱
光
と
風
の
研
究
所　

代
表
取
締
役　

堀
内
道
夫(

東
京
都)

・
A
K
J
上
天
草
市　

伊
藤
恵
子

・
㈱
ビ
ー
ワ
ン

・
J
A
I
F
A
熊
本
県
協
会　

岩
本
勲
一
郎(

熊
本
市)

・
Ｊ
Ａ
Ｌ

・
Ｊ
Ａ
た
ま
な
青
壮
年
部(

玉
名
市)

・
J
P
労
組
九
州

・
K
A
B
く
ま
モ
ン
県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
N
O
K
O
 N
O
K
O
美
容
室(

熊
本
市)

・
N
P
O
法
人
日
本
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会(

兵
庫
県)

・
N
P
O
法
人
日
本
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会　

佐
賀
支
部(

佐
賀
県)

・
㈲
田
山
商
会

・
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ミ
ツ
イ　

三
井
陽
一
郎(

富
山
県)

・
㈱
ミ
タ
カ(

八
代
市)

・
N
P
O
法
人
フ
ェ
ロ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ル　

我
妻　

慶
里(

東
京
都)

・
S
E
E
K
E
R
S(

シ
ー
カ
ー
ズ)(

菊
池
市)

・
T
S
U
K
A
M
O
T
O
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A
P
A
N(

福
岡
県)

【
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援
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資
】
企
業･

団
体･

学
校
等
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・
あ
お
い
警
備
保
障(

熊
本
市)

・
赤
松
化
成
工
業
株
式
会
社
熊
本
営
業
所(

八
代
市)

・
ア
ク
ア
ラ
イ
フ
ド
リ
ー
ム(

玉
名
市)

・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

・
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン

・
味
の
素
A
G
F
株
式
会
社
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
部(

東
京
都)

・
味
の
素
株
式
会
社(

東
京
都)

・
天
草
本
渡
青
年
会
議
所(

天
草
市)

・
天
草
高
校
同
窓
会(
天
草
市)

・
天
草
市
消
防
団(
天
草
市)

・
荒
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会(
荒
尾
市)

・
ア
ル
ソ
ッ
ク

・
命
の
水
作
戦　

木
内　

広
隆(
東
京
都)

・
い
ば
ら
の
会　

小
川
か
つ
子(
奈
良
県)

・
上
村
工
務
店(

上
益
城
郡)

・
宇
土
市
社
会
福
祉
協
議
会(

宇
土
市)

・
エ
ス
シ
ー
ワ
ン
㈱

・
エ
ム
テ
ッ
ク
ス

・
大
塚
製
薬

・
大
塚
倉
庫
㈱
九
州
支
店(

佐
賀
県)

・
小
澤
製
粉
販
売
株
式
会
社(

栃
木
県)

・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン･

ブ
レ
ッ
シ
ン
グ･

ジ
ャ
パ
ン(

福
島
県)

・
鹿
児
島
純
心
高
校(

鹿
児
島
県)

・
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会(

上
益
城
郡)

・
学
校
法
人
尚
絅
学
園(

菊
池
郡)

・
金
岡
南
中
学
校(

大
阪
府)

・
株
式
会
社　

ノ
ザ
キ

・
株
式
会
社
ア
イ
ス
ジ
ャ
パ
ン(

北
海
道)

・
株
式
会
社
ア
ビ
シ
ャ
ス
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
あ
い(

鹿
児
島
県)

・
株
式
会
社
ノ
ダ
キ(

愛
知
県)

・
株
式
会
社
東
山
シ
ス
テ
ッ
ク

・
㈱
マ
ツ
フ
ジ

・
神
沢
精
工
株
式
会
社(

兵
庫
県)

・
神
室
商
店(

山
形
県)

・
か
ら
あ
げ
聖
林(

宇
城
市)

・
唐
津
市
社
会
福
祉
協
議
会(

佐
賀
県)

・
関
西
洋
鋸
株
式
会
社(

兵
庫
県)

・
菊
陽
西
小
学
校(

菊
陽
町)

・
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会(

菊
池
郡)

・
九
州
人
会
丘
南(

小
林
秀
昭)(

静
岡
県)

・
共
生
電
設
㈱(

人
吉
市)

・
京
都
市
伏
見
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ(

京
都
府)

・
熊
本
青
年
会
議
所(

熊
本
市)

・
熊
本
ク
ラ
ウ
ン
ゴ
ル
フ
倶
楽
部(

球
磨
郡)

・
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会(

熊
本
市)

・
熊
本
県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校(

阿
蘇
郡)

・
熊
本
公
徳
会(

熊
本
市)

・
熊
本
市
社
会
福
祉
協
議
会(

熊
本
市)

・
熊
本
市
東
区
託
麻
南
校
区
自
治
協
議
会　

社
会
福
祉
協
議
会

８
町
内
自
治
会(

熊
本
市)

・
熊
本
商
工
会
議
所(

熊
本
市)

・
熊
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

・
熊
本
り
ん
ど
う
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ(

菊
池
郡)

・
玄
気
堂

・
県
内
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

・
公
益
財
団
法
人
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
基
金(

東
京
都)

・
合
同
会
社　

N
I
C
E
実
業(

熊
本
市)

・
工
房
も
く
も
く(

福
島
県)

・
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

・
里
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会(

岡
山
県)

・
J
A
お
き
な
わ　

粟
国
支
店(

沖
縄
県)

・
資
生
堂
Ｓ
Ｊ
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
ジ
ャ
パ
ン

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｇ
北
九
州
オ
フ
ィ
ス(

福
岡
県)

・
大
海
建
設
株
式
会
社(

熊
本
市)

・
島
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ(

静
岡
県)

・
社
会
福
祉
法
人　

豊
中
市
社
会
福
祉
協
議
会(

大
阪
府)

・
ジ
ャ
パ
ン
ユ
ニ
テ
ィ
ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス(

東
京
都)

・
新
栄
合
板
工
業
㈱(

水
俣
市)

・
須
賀
川
市
社
会
福
祉
協
議
会(

福
島
県)

・
須
賀
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ(

福
島
県)

・
鈴
木
工
務
店(

千
葉
県)

・
生
協
く
ま
も
と(

迫　

和
久)(

上
益
城
郡)

・
清
風
ハ
ー
ト
ピ
ア(

球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町)

・
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社(

東
京
都)

・
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社(

八
代)

・
大
鵬
薬
品
工
業
株
式
会
社(

東
京
都)

・
高
森
町
立
高
森
中
学
校(

阿
蘇
郡)

・
武
雄
市
社
会
福
祉
協
議
会(

佐
賀
県)

・
土
浦
市
立
土
浦
第
四
中
学
校(

茨
城
県)

・
つ
ぼ
や
履
物
店(
人
吉
市)

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
和　

菅
野　

節
男(

秋
田
県)

・
手
作
り
マ
ス
ク
の
会　

高
田　

由
美
子(

熊
本
市)

・
天
理
教
天
島
分
教
会　

香
月　

耕
作(

天
草
市)

・
長
野
市
社
会
福
祉
協
議
会(
長
野
県)

・
長
野
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
南
光
院(

人
吉
市)

・
西
田
製
作
所(

奈
良
県)

・
西
日
本
自
動
車
共
済　

熊
本
県
支
部(

熊
本
市)

・
日
産
自
動
車
九
州
株
式
会
社(

福
岡
県)

・
日
本
気
象
協
会

・
日
本
災
害
救
援
活
動
士
協
会(

東
京
都)

・
日
本
青
年
会
議
所
建
設
部
会(

東
京
都)

・
日
本
青
年
会
議
所
建
設
部
会
鹿
児
島
ブ
ロ
ッ
ク
建
設
ク
ラ
ブ　

牟
田
真
也(
鹿
児
島
県)

・
日
本
電
熱
株
式
会
社　

福
岡
支
店(

福
岡
県)

・
ネ
ク
ス
ト
ス
キ
ッ
プ

・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
輸
入
家
具
屋
さ
ん(

埼
玉
県)

・
ハ
ウ
ス
み
か
ん
部
会(

植
木)

・
橋
本
興
業

・
羽
村
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル(

東
京
都)

・
馬
場
商
店
㈱(

天
草
市)

・
東
長
浦
生
き
が
い
の
家　

鈴
木　

宏(

神
奈
川
県)

・
兵
庫
県
市
町
社
協
活
動
推
進
協
議
会　

東
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会(

兵
庫
県)

・
平
山
温
泉
「
一
木
一
草
」(

山
鹿
市)

・
福
島
大
学
学
生
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー(

福
島
県)

・
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト(

千
葉
県)

・
ふ
れ
あ
い
食
堂　

五
月
晴
れ(

新
潟
県)

・
防
災
教
育
学
会

・
防
府
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会(

山
口
県)

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り　

代
表　

久
保
恵
子(

長
崎
県)

・
松
王
商
事(

岡
山
県)

・
満
濃
中
学
校(

香
川
県)

・
三
木
市
社
会
福
祉
協
議
会(

兵
庫
県)

・
ミ
タ
カ
熊
本
南
営
業
所
株
式
会
社(

八
代
市)

・
三
井
住
建
道
路

・
三
本
珈
琲
株
式
会
社　

福
岡
営
業
所(

福
岡
県)

・
南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会(

福
島
県)

・
美
祢
市
社
会
福
祉
協
議
会(

山
口
県)

・
三
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
郷
地
域
セ
ン
タ
ー(

広
島
県)

・
宮
城
菅
公
学
生
服
株
式
会
社(

宮
城
県)

・
宮
本
司
法
書
士
事
務
所(

人
吉
市)

・
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
生
命
保
険
㈱(

鹿
児
島
県)

・
毛
利
電
工
舎(

富
山
県)

・
モ
ル
モ
ン
ヘ
ル
ピ
ン
グ
ハ
ン
ズ

・
矢
沢
絵
手
紙
の
会(

神
奈
川
県)

・
や
す
ら
ぎ
の
里

・
八
千
矛
化
学
株
式
会
社(

福
井
県)

・
八
代
高
校
J
R
C
部(

八
代
市)

・
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会(

上
益
城
郡)

・
有
限
会
社　

春
華
堂　

常
務
取
締
役　

間
宮
純
也(

静
岡
県)

・
有
限
会
社
田
辺
工
業
所(

玉
名
郡)

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム　

は
な
な(

熊
本
市)

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム　

ふ
く
わ
ら
い(

石
川
県)

・
湯
前
町
地
域
婦
人
会(

湯
前
町)

・
ゆ
め
マ
ー
ト
人
吉
店(

人
吉
市)

・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
ル
ー
テ
ル
学
院(

熊
本
市)

・
レ
ジ
デ
ン
ス
北
熊
本(

熊
本
市)

・
連
合
熊
本

・
連
合
新
潟
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

・
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社(

東
京
都)

・
輪
島
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会(

石
川
県)

・
和
田
貿
易
運
送(

富
山
県)
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リフォームの場合
■家財の屋外への搬出★

解体の場合
■家財搬出★

■天井・壁・床はがし☆

■床下の泥撤去★☆

■掃除★

■消毒☆・乾燥

★マークはボランティアセンターで対応します
☆マークは専門の支援団体をご紹介します
090−5288−1317 までご相談ください

人吉市災害ボランティアセンターでは
家の片付けをお手伝いしています

浸水の深さや、再建を担当する大工さんによって何
をどこまで剥がすのかが変わります。相談しながら
剥がしておくことで、工事が早く始まったり、費用
が安くなる場合があります。

木材への影響が大きい場合は、撤去したほうが良い
ことも。床を剥がさずに、撤去する方法もありま
す。

剥がした壁や床の下の木材の泥取り、木材に
残った釘抜き、雨戸やサッシの泥取りなど

ベンザルコニウムなどを噴霧するのが一般
的。カビ対策の一番は乾燥なので、お天気
の良い日は、お家の風通しをしましょう

木材などについている泥を、かた
めのブラシでこすって落とす。側
面やうら面も忘れずにクギやビス
に注意を。
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　災害発生以来、人吉市社会福祉協議会が地域内外の皆様からご協力をいただき設置
しております「災害ボランティアセンター(９月から週末活動型)」は、２月末日をもっ
て、「復興ボランティアセンター(随時対応型)」へ支援体制を変更させて頂きます。
　これに伴い、これまで毎週末に行ってきた家屋復旧などの活動は、ご依頼を頂く都
度ボランティア募集を行って対応させていただく形となります。
　ボランティアの応募状況や天候などによっては、ご相談・ご依頼から時間を頂くこ
とも予想されます。これまで、なかなかご依頼ができずお悩みのままだった方もい
らっしゃるかと思います。
　支援体制は変わっても、社会福祉協議会として被災された方の復旧・復興の支援は
継続してまいります。
　家屋のことに限らず、お困りごとのある方は、直接下記の番号にご連絡いただく
か、地域の民生委員児童委員、暮らし見守り相談員などにご相談ください。関係機関
と協力し、復興に向けたお手伝いを一緒に考えていきます。

お問い合わせ先：090−5288−1317(復興ボランティアセンター)

災害ボランティアセンターの
体制が変更になります

　令和２年７月10日より運営しております人吉市災害ボランティ
アセンターについて、現在の活動状況を報告いたします。

依頼総数：１,０８２件(うちキャンセル３４３件)
完　　了：６４７件
ボランティア参加者総数：１８,４６２名
主な活動内容：家財の運び出し・分別、床下の泥出し、

床の垂木や柱のブラッシング　等
　発災直後の猛暑の時期から、霜が降りるほど冷え込む現在まで約半年にわたる長期
間、多くのボランティアの方々にご協力頂いておりますことに、改めて感謝申し上げ
ます。
　本年も、２月まで土曜・日曜にボランティアを受け入れる「週末型」で運営を行い
ます。(※３月からはご依頼に対し随時対応
する形式となります｡)
　全国的な新型コロナウイルスの感染拡大が
予断を許さない状況ではありますが、対策を
怠らず被災者の方々
の為、最後まで支援
を続けてまいりま
す。

人吉市災害ボランティアセンター活動報告(12/21現在)
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ふ
れ
あ
い
ぼ
ら
れ
ん
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
ぼ
ら
れ
ん
だ
よ
り
No.71

人 吉 市
ボランティア
連 絡 協 議 会

　

９
月
14
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
、
５
役
を
中
心
に
被
災
さ
れ

た
会
員
の
方
々
を
訪
問
し
ま
し

た
。
仮
設
に
入
ら
れ
た
方
や
自

宅
の
２
階
等
に
住
ん
で
い
る
方

な
ど
、
様
々
な
状
況
が
あ
り
ま

し
た
が
、
発
災
後
に
改
め
て
お

顔
を
み
て
お
話
し
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

【
人
吉
市
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま
せ
み
】

代
表
　
白
石
　
忠
志

　

や
ま
せ
み
は
、
平
成
29
年
６

月
に
人
吉
市
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
会
員
は
現
在
31
名
で
人

吉
市
社
協
が
実
施
し
た
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講

し
た
市
民
を
中
心
に
結
成
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
平
成
29
年
７
月

発
生
の
福
岡
県
朝
倉
市
の
水
害

現
場
、
昨
年
８
月
の
九
州
北
部

豪
雨
災
害
の
佐
賀
県
武
雄
市
の

水
害
現
場
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
本
地
震
で
は
、
仮

設
住
宅
で
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

と
一
緒
に
訪
問
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
４
日
発
生
の
人
吉

市
内
の
豪
雨
災
害
で
は
、
現
場

で
の
作
業
で
な
く
、
人
吉
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

開
設
時
か
ら
セ
ン
タ
ー
内
の

車
両
・
資
材
班
の
運
営
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
送

迎
、
資
機
材
の
引
き
渡
し
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
被
災

地
で
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

被
災
者
訪
問
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介

　

あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月

の
豪
雨
災
害
、
コ

ロ
ナ
感
染
予
防
と

大
変
な
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
復
興

途
中
の
人
吉
・
球
磨
へ
の
万
感
の
思
い
と
希
望

を
持
っ
て
お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
度
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
力
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
れ
る
方
々
の

災
害
復
興
へ
の
熱
い
思
い
と
、
あ
た
た
か
さ
と
、

そ
の
実
行
力
に
た
く
さ
ん
の
勇
気
と
希
望
を
頂

い
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
来
ら

れ
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
素
敵

な
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
ボ
ラ
連
だ
よ
り
で
紹
介
さ
せ
て
頂
く

「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま
せ
み
」
さ
ん

は
７
月
４
日
の
災
害
後
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
と
同
時
に
連
携
を
組
ん
で
活
動

を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
白
石
会
長
さ
ん
は
す
ぐ

に
対
応
で
き
た
の
は
東
北
や
福
岡
の
災
害
復
興

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の
経

験
と
、
知
識
が
あ
っ
た
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
や
ま
せ
み
さ
ん
の
活
動
の
お
陰
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
ら
れ
た
方
々
が
ス
ム
ー
ズ
に

災
害
復
興
に
必
要
な
道
具
を
揃
え
、
安
心
し
て

出
か
け
ら
れ
る
の
を
見
て
本
当
に
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

災
害
の
後
、
ボ
ラ
連
と
し
て
何
が
で
き
る
だ

ろ
う
と
夜
眠
れ
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
先
ず
は
自
分
の
身
の
回
り
で
出
来
る
事

を
と
、
そ
し
て
少
し
で
も
笑
顔
を
届
け
よ
う
と

一
日
一
日
を
過
ご
す
こ
と
で
対
応
し
て
参
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
昨
年
度
多
く
の
方
々
か
ら
頂
い
た

力
を
糧
に
、
笑
顔
の
広
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
よ
う
と
ボ
ラ
連
理
事
会
で
確
認
し
合

い
、
計
画
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
ご
協
力
・
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
長　

木
村　

惠
子

〜
会
長
挨
拶
〜
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　人吉球磨成年後見センターは、成年後見制度の利
用を促進することを目的に、人吉球磨圏域10市町
村からの委託により、平成27年４月に人吉市社会
福祉協議会内に設置されました。
　高齢者社会の進展や核家族化を背景として、認知
症などで判断能力に不安がある方を社会全体で支え
る仕組みは今後一層重要になってくるものと思われ
ます。
　人吉市社会福祉協議会では、センターの設置当初から法人として成年後見人を受任しており、
地域に暮らす全ての人が安心して生活を送れるよう、皆様の大切な財産の管理や身上監護の業務
を通じて日々支援活動を行っているところです。
　市民後見人については、養成講座を受講された中で、これまで32名の方が「成年後見人材バ
ンク」に登録され、そのうち21名が法人後見を支える支援員として業務に当たっております。

　認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力が不十分な方々は、不動産や預貯金な
どの財産を管理したり、遺産分割の協議をしたりする必要があっても、自分でこれらのことを行
うのが難しい場合があります。また、自分に不利益な計画であってもよく判断ができずに契約を
結んでしまい、悪徳商法の被害にあうおそれもあります。このような判断能力の不十分な方々を
保護し、支援する制度です。

　当センターでは各種セミナーや「暮らし安心法律相談」などを毎年開催し、市民の皆さまに成
年後見制度についての理解を深めていただけるよう努めているところです。また受任者の養成を
目的とした「市民後見人養成講座」を毎年開催しております。

【今後の主な事業】　申し込み先：人吉球磨成年後見センター　☎0966-24-8800
１．成年後見セミナー　１月16日(土)　10:00～11:30　湯前町保健センター

１月23日(土)　10:00～11:30　錦町役場
１月30日(土)　10:00～11:30　人吉市総合福祉センター

２．地域連携ネットワーク研修会　１月21日(木)　18:30～20:00　錦町役場

◆成年後見制度とは…

《人吉球磨成年後見センター　TEL 24−8800》

人吉球磨成年後見センターと市民後見人の活動について

　７月豪雨災害後地域を元気づけるため、校区社協と町内会が中心となって11月29日、中原
コミセン広場において「元気出すばい！中原」が開催されました。
　演芸やフリーマーケット、支援物資の譲渡会が行われたほか、お昼にはボランティアの皆様
にご協力いただきカレーやうどん、ぜんざいが振舞われ、多くの方々で賑わいました。

｢元気出すばい！中原｣が開催されました




